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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
＝
二
九
〕

昭
和
五
〇
3
（
搬
頒
顎
喋
把
弍
喘
頁
）

　
自
己
の
債
権
額
の
限
度
で
配
当
を
受
け
た
債
権
者
と
配
当
異
議
申
立
の
利
益

　
　
配
当
異
議
事
件
（
昭
和
五
〇
・
一
一
・
二
八
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
瓦
（
原
告
）
に
対
す
る
強
制
執
行
と
し
て
の
本
件
競
売
が
申
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

　
　
瓦
・
瓦
（
原
告
・
被
告
．
被
控
訴
人
．
附
帯
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
お
よ
び
Y
（
被

判
例
研
究

告
．
原
告
．
控
訴
人
．
附
帯
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
が
配
当
要
求
を
申
立
て
た
（
瓦

の
配
当
要
求
債
権
額
は
一
、
七
九
二
、
二
六
八
円
、
L
の
そ
れ
は
五
、
三
二
四
、
三
四

九
円
、
Y
の
そ
れ
は
二
、
一
〇
〇
、
〇
四
七
円
）
。
配
当
裁
判
所
は
瓦
に
二
五
一
、

四
二
四
円
を
、
瓦
に
七
四
六
、
六
四
〇
円
を
、
Y
に
二
九
四
、
三
三
六
円
を
配
当
す

る
旨
の
配
当
表
を
作
成
し
た
（
三
名
へ
の
配
当
額
の
合
計
は
一
、
二
九
二
、
四
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
一
二
四
九
）



判
例
研
究

円
）
。
配
当
期
日
に
お
い
て
、
瓦
・
瓦
・
瓦
は
Y
の
、
Y
は
瓦
・
瓦
の
債
権
に
つ
ぎ

異
議
を
申
立
て
た
。
異
議
が
期
目
に
完
結
し
な
か
つ
た
の
で
、
瓦
・
＆
・
瓦
は
Y
を

被
告
と
し
、
Y
は
瓦
・
瓦
を
被
告
と
し
て
配
当
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
（
第
一
審
判

　
　
　
　
　
司

決
書
で
は
、
瓦
が
原
告
、
Y
が
被
告
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
）
。

第
一
審
裁
判
所
は
瓦
・
瓦
の
債
権
の
存
在
を
否
定
し
た
。
Y
の
債
権
に
つ
い
て
は
、

三
八
三
、
一
五
六
円
の
限
度
で
そ
の
存
在
を
認
め
た
う
え
で
、
右
金
額
全
額
を
Y
に

配
当
す
べ
く
、
配
当
表
を
更
正
し
た
。
瓦
・
L
の
配
当
額
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

に
判
断
さ
れ
た
。
「
…
…
原
告
ら
の
本
件
配
当
表
更
正
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な

い
け
れ
ど
も
、
原
告
相
互
間
に
お
い
て
は
瓦
お
よ
び
義
に
対
す
る
配
当
に
つ
き
異
議

を
申
立
て
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
前
記
係
争
配
当
額
中
被
告
に
対
し
配
当
す
べ

き
金
額
を
控
除
し
た
残
額
金
九
〇
九
、
二
四
四
円
に
つ
い
て
は
、
右
原
告
両
名
に
そ

の
配
当
要
求
債
権
額
に
応
じ
て
按
分
し
て
配
当
す
べ
く
、
そ
の
結
果
瓦
に
対
す
る
配

当
額
が
金
二
二
八
、
九
八
六
円
、
瓦
に
対
す
る
配
当
額
が
金
六
八
○
、
二
五
八
円
と

な
る
こ
と
は
計
数
上
明
臼
で
あ
る
。
」
控
訴
裁
判
所
も
恐
・
瓦
の
債
権
の
存
在
を
否

定
し
、
Y
の
債
権
に
つ
い
て
は
三
七
七
、
七
五
〇
円
の
限
度
で
そ
の
存
在
を
認
め
た

う
え
で
、
第
」
審
裁
判
所
と
同
様
の
考
え
に
基
づ
き
、
Y
に
は
債
権
の
認
定
額
全
額

を
配
当
す
べ
く
、
瓦
に
は
二
三
〇
、
三
四
七
円
を
、
瓦
に
は
六
八
四
、
三
〇
二
円
を

配
当
す
べ
く
、
配
当
表
を
変
更
し
た
。

Y
が
上
告
。
上
告
代
理
人
は
、
原
審
が
瓦
・
瓦
の
債
権
の
存
在
を
否
定
し
な
が
ら
、

瓦
と
瓦
と
の
間
に
お
い
て
は
相
互
に
異
議
が
な
い
、
と
の
理
由
で
、
両
名
に
対
し
て

な
お
前
記
の
金
額
が
配
当
さ
れ
た
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
べ
ぎ
で
な
く
、
右
の
額
は
配

当
残
余
金
と
し
て
債
務
者
に
返
還
す
べ
き
で
あ
り
（
最
判
昭
和
四
〇
年
四
月
三
〇
日

を
引
用
）
、
特
に
、
瓦
．
瓦
へ
の
配
当
は
配
当
残
余
金
に
対
す
る
他
の
債
権
者
の
債

権
行
使
の
妨
害
に
な
る
、
と
主
張
し
た
。

最
高
裁
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
「
配
当
異
議
債
権
者
は
、
自
己
の
債
権
額
の

九
四
　
　
（
一
二
五
〇
）

限
度
で
配
当
を
受
け
た
場
合
に
は
、
相
手
方
に
対
す
る
配
当
に
つ
き
異
議
を
申
立
て

る
利
益
が
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
三
二
年
（
オ
）
第
六
七
四

号
同
三
五
年
七
月
二
七
目
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
一
四
巻
一
〇
号
一
八
九
四
頁
参

照
）
、
原
判
決
は
、
上
告
人
の
債
権
を
三
七
万
七
七
五
〇
円
と
認
定
し
た
う
え
、
右
債

権
額
の
限
度
で
配
当
表
の
変
更
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
告
人
と
し
て
は
、

も
は
や
被
上
告
人
両
名
に
対
す
る
配
当
に
つ
き
異
議
を
申
立
て
る
利
益
が
な
い
も
の

と
い
う
べ
く
、
し
た
が
つ
て
、
本
件
は
上
告
の
利
益
が
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」

裁
判
官
全
員
の
一
致
で
上
告
棄
却

　
（
瓦
（
新
美
）
は
、
凡
・
瓦
と
と
も
に
Y
を
被
告
と
し
て
配
当
異
議
の
訴
を
提
起

し
た
が
、
控
訴
審
判
決
書
に
お
い
て
は
、
「
訴
外
新
美
幸
雄
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
の
事
情
は
判
例
集
の
記
述
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
）

　
上
告
の
利
益
の
否
定
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
上
告
は
棄
却
で
は
な
く
却
下
さ

れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。

　
扁
　
競
合
債
権
者
の
一
部
が
他
の
一
部
の
（
配
当
表
上
の
）
債
権
者
を
被
告
と

し
て
配
当
異
議
の
訴
を
提
起
し
、
裁
判
所
が
被
告
の
債
権
の
存
在
を
否
定
し
た

場
合
、
配
当
表
を
い
か
に
更
正
し
、
各
債
権
者
に
ど
れ
だ
け
の
額
を
配
当
す
べ

き
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
債

権
額
均
等
の
A
・
B
・
C
三
名
の
債
権
者
が
配
当
に
参
加
し
、
配
当
金
総
額
が
一

二
〇
万
円
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
配
当
表
上
は
三
名
に
各
四
〇
万
円
ず
つ
配
当

さ
れ
た
と
こ
ろ
、
B
が
配
当
異
議
訴
訟
で
C
に
対
す
る
異
議
を
貫
徹
し
、
C
の

債
権
が
不
存
在
と
認
定
さ
れ
、
C
へ
の
配
当
額
四
〇
万
円
が
取
消
さ
れ
る
べ
き

場
合
を
例
と
し
て
、
各
説
の
処
理
の
仕
方
を
掲
げ
よ
う
。
第
一
説
は
、
C
へ
の



配
当
額
四
〇
万
円
を
そ
の
ま
ま
B
に
与
え
、
B
の
配
当
額
を
八
O
万
円
と
す
る

（
た
だ
し
、
そ
れ
が
B
の
債
権
額
を
超
過
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
超
過
分
は
債
務
者
に
交

付
す
る
）
。
結
局
、
A
へ
の
配
当
額
は
四
〇
万
円
、
B
へ
の
配
当
額
は
八
○
万
円
、

C
へ
の
配
当
額
は
ゼ
・
に
な
る
（
通
説
と
い
え
よ
う
。
松
岡
．
強
制
執
行
要
論
中
巻
．

二
二
〇
〇
1
一
頁
。
伊
東
・
判
批
・
民
訴
法
研
究
・
四
九
三
頁
以
下
。
宮
田
．
判
解
・
判

解
民
昭
和
四
〇
年
度
一
一
二
頁
。
井
口
・
配
当
異
議
の
訴
の
判
決
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
．

実
例
法
学
全
集
民
訴
下
二
二
一
頁
以
下
。
霜
島
・
判
批
・
法
協
八
三
巻
一
号
一
二
七
ー

八
頁
。
最
判
昭
和
四
〇
年
四
旦
二
〇
日
民
集
一
九
巻
三
号
七
八
二
頁
）
。
第
二
説
は
次

の
よ
う
な
処
理
を
す
る
。
C
へ
の
配
当
額
四
〇
万
円
は
A
・
B
に
按
分
し
、
B

は
按
分
さ
れ
た
額
二
〇
万
円
以
上
は
A
に
対
す
る
関
係
で
は
保
持
し
え
な
い
と

解
さ
れ
る
か
ら
、
B
に
は
二
〇
万
円
を
追
加
す
る
。
A
へ
の
追
加
分
二
〇
万
円

は
A
が
異
議
を
申
立
て
て
い
な
い
た
め
、
現
実
に
は
こ
れ
を
追
加
し
え
な
い
か

ら
、
な
お
c
に
留
保
す
る
。
結
局
、
A
に
四
〇
万
円
、
B
に
六
〇
万
円
、
C
に

二
〇
万
円
を
配
当
す
る
（
兼
子
・
増
補
強
制
執
行
法
一
三
七
－
八
頁
）
。
第
三
説
は
、

現
行
法
が
平
等
主
義
を
採
つ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
配
当
に
参
加
し
て
い
る
事

実
か
ら
A
の
意
思
は
正
当
な
配
当
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と

を
根
拠
と
し
て
、
C
へ
の
配
当
額
を
按
分
し
た
額
を
A
・
B
両
名
に
与
え
る
。

結
局
、
A
へ
の
配
当
額
は
六
〇
万
円
、
B
へ
の
配
当
額
も
六
〇
万
円
、
C
へ
の

配
当
額
は
ゼ
ロ
に
な
る
（
高
井
・
判
批
・
法
学
研
究
四
〇
巻
五
号
二
三
貢
）
。

　
こ
の
問
題
に
対
す
る
態
度
決
定
は
、
必
ず
し
も
、
本
件
に
お
い
て
は
結
論
を

左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
応
私
見
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　
前
記
各
説
の
う
ち
、
第
三
説
は
判
決
の
相
対
効
と
矛
盾
す
る
（
伊
東
．
前
掲
判

批
四
九
四
頁
。
霜
島
・
前
掲
判
批
一
二
七
頁
）
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
配
当
異
議
訴
訟
に

お
け
る
原
告
勝
訴
の
判
決
は
配
当
表
の
変
更
な
い
し
失
効
と
い
う
形
成
効
を
有

　
　
　
　
判
　
例
研
究

す
る
（
た
だ
し
、
同
訴
訟
を
確
認
訴
訟
と
み
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
同
訴
訟
の
性
質
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

つ
い
て
は
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
た
ち
い
ら
な
い
）
。
判
決
の
形
成
効
が
総
じ
て
対
世

的
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
形
成
効
は
本
来
は
相
対
的
で
あ
り
、
判
決
の
効

力
の
拡
張
規
定
（
例
え
ば
、
商
法
一
〇
九
条
一
項
）
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
そ
れ

が
拡
張
さ
れ
る
の
か
は
、
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
一
般
に
つ
い
て
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
配
当
異
議
訴
訟
の
判
決
の
形
成
力
に
つ
い
て
は
私
は

次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
た
し
か
に
、
配
当
手
続
に
は
複
数
人
（
競
合
す
る

債
権
者
・
債
務
者
）
が
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
関
与
者
す
べ
て
に
一
律

に
判
決
の
効
力
を
妥
当
さ
せ
る
こ
と
が
、
そ
れ
ゆ
え
対
世
効
の
肯
定
が
、
合
理

的
で
あ
る
と
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
行
民
訴
法
は
、
各
債
権
者
が

別
個
に
配
当
異
議
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
と
も
に
、
か
よ

う
に
し
て
提
起
さ
れ
た
各
々
の
訴
に
対
し
て
裁
判
所
が
個
別
に
裁
判
す
る
こ
と

を
も
予
定
し
て
い
る
。
民
訴
六
三
六
条
後
段
は
か
か
る
場
合
の
処
理
の
仕
方
を

規
定
す
る
も
の
で
あ
る
（
強
制
執
行
法
案
要
綱
案
第
二
次
試
案
第
二
百
七
十
五
第
四
項

後
段
も
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
）
。
そ
こ
で
、
こ
の
規
定
か
ら
、
現
行
法
上
は
、
自

己
の
正
当
な
配
当
額
の
主
張
は
各
債
権
者
自
身
の
責
任
と
さ
れ
、
同
時
に
各
債

権
者
に
は
、
自
己
の
債
権
の
満
足
を
要
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
利
益
の
み
が

肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
判
決
の
効
力

は
相
対
的
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
逆
に
、
も
し
現
行
法
が
配
当
異
議
訴
訟
の
判

決
に
も
対
世
効
を
付
与
す
る
趣
旨
で
あ
れ
ば
、
商
法
一
〇
五
条
三
項
の
ご
と
く
、

数
個
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
弁
論
の
併
合
を
強
制
し
た
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
配
当
異
議
訴
訟
の
判
決
に
は
対
世
効
は
否
定
さ
れ
る
か
ら
（
諸
説

が
一
致
し
て
認
め
る
。
注
解
強
制
執
行
法
②
五
五
八
頁
（
丹
野
）
、
お
よ
び
同
頁
注
①
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
一
二
五
一
）



　
　
　
　
判
　
例
研
究

用
の
文
献
）
、
第
三
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
第
一
説
お
よ
び
第
二
説
は
い
ず
れ
も
判
決
の
相
対
効
と
は
矛
盾
し
な
い
（
伊

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

東
・
前
掲
判
批
四
九
四
頁
）
。

　
第
二
説
は
、
そ
の
債
権
の
存
在
が
否
定
さ
れ
た
C
に
も
な
お
な
に
が
し
か
の

配
当
が
な
さ
れ
る
点
で
賛
成
で
き
な
い
（
井
口
・
前
掲
論
文
二
一
二
頁
。
宮
田
．
前

掲
判
解
二
二
頁
。
高
井
・
前
掲
判
批
二
一
三
頁
。
そ
の
ほ
か
、
第
二
説
に
対
す
る
詳
細

な
反
論
は
す
で
に
伊
東
教
授
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
伊
東
・
前
掲
判
批
四
九
五
頁

以
下
）
。

　
他
方
、
第
一
説
に
対
し
て
は
、
同
説
は
現
行
法
が
採
用
し
て
い
る
平
等
主
義

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先

の
例
に
即
し
て
い
え
ば
、
B
に
、
本
来
彼
に
配
当
す
べ
き
金
額
（
六
〇
万
円
）
以

上
の
金
額
（
八
○
万
円
）
を
配
当
す
る
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ

る
（
高
井
・
前
掲
判
批
一
三
二
頁
。
結
論
と
し
て
第
一
説
を
採
る
が
、
第
二
説
の
方
が
平

等
主
義
と
結
び
つ
く
と
論
じ
る
の
は
、
霜
島
・
前
掲
判
批
一
二
七
頁
）
。
し
か
し
、
平
等

主
義
は
、
権
利
を
主
張
し
た
者
が
、
そ
の
債
権
額
に
応
じ
た
満
足
を
受
け
る
こ

と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
設
例
で
配
当
異
議
手
続
に
お
い
て
は
B

の
み
が
権
利
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
手
続
内
で
あ
ら
た
に
与
え
ら
れ

る
べ
き
金
額
、
す
な
わ
ち
C
に
配
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
四
〇
万
円
が

B
に
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
平
等
主
義
に
矛
盾
し
な
い
（
複
数
の
債
権
者
が
他

の
債
権
者
を
被
告
と
し
て
配
当
異
議
の
訴
を
提
起
し
、
被
告
の
債
権
の
存
在
が
そ
れ
ぞ
れ

の
原
告
に
対
す
る
関
係
で
と
も
に
否
定
さ
れ
た
場
合
に
、
被
告
へ
の
配
当
を
各
原
告
の
債

権
額
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
を
彼
等
に
与
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
平
等
主
義
の
要
請
は
達

せ
ら
れ
る
）
。
し
た
が
つ
て
第
一
説
に
賛
成
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
宮
田

氏
は
、
第
一
説
に
よ
る
結
果
を
正
当
化
す
る
た
め
、
こ
の
結
果
は
、
他
の
債
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
（
一
二
五
二
）

が
「
異
議
申
立
お
よ
び
異
議
訴
訟
を
な
し
う
る
地
位
に
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず

そ
の
権
利
を
行
使
し
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

（
宮
田
・
前
掲
判
解
二
二
頁
。
井
口
・
前
掲
論
文
一
二
二
頁
も
同
旨
。
か
よ
う
な
説
明

に
対
し
て
疑
間
を
提
起
す
る
の
は
、
伊
東
・
前
掲
判
批
四
九
四
頁
）
。
私
は
、
他
の
債
権

者
の
権
利
不
行
使
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
配
当
異
議
訴
訟
の
原
告
と
な

つ
た
債
権
者
の
権
利
行
使
と
い
う
事
実
が
加
わ
つ
て
、
は
じ
め
て
右
の
結
果
が

正
当
化
さ
れ
る
、
と
考
え
る
（
権
利
の
不
行
使
だ
け
か
ら
で
あ
れ
ぽ
、
行
使
し
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

た
者
の
配
当
額
が
増
加
し
な
い
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
行
使
し
た
者
の
配
当

額
の
増
加
は
正
当
化
さ
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）
。

　
二
　
本
件
第
一
審
裁
判
所
お
よ
び
原
審
は
、
瓦
・
為
の
債
権
の
存
在
を
否
定

し
な
が
ら
、
Y
へ
の
配
当
の
残
余
金
を
彼
等
に
留
保
し
た
。
そ
の
際
両
裁
判
所

は
前
記
第
二
説
の
ご
と
く
、
瓦
・
瓦
に
配
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
金
額

を
、
Y
と
他
の
債
権
者
と
の
間
で
各
自
の
債
権
額
に
応
じ
て
按
分
し
た
う
え
で

Y
に
与
え
た
の
で
は
な
く
、
単
純
に
Y
の
債
権
額
に
満
つ
る
ま
で
同
人
に
与
え
、

超
過
分
を
瓦
・
勾
に
留
保
し
た
よ
う
で
あ
る
（
判
例
集
の
記
載
か
ら
は
そ
う
推
測
さ

れ
る
）
。
し
た
が
つ
て
両
裁
判
所
は
配
当
額
の
更
正
に
つ
き
従
来
の
学
説
に
は

み
ら
れ
な
か
つ
た
方
法
を
採
用
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
告
代
理
人

は
、
第
一
説
に
し
た
が
つ
て
処
理
す
べ
き
旨
を
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
本

件
で
は
、
上
告
人
Y
は
、
自
己
の
債
権
額
と
し
て
原
審
が
認
定
し
た
金
額
の
限

度
で
配
当
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
第
一
説
に
し
た
が
つ
て
配
当

額
を
決
定
す
る
と
し
て
も
、
Y
に
与
え
ら
れ
る
金
額
が
増
加
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
債
権
額
自
体
が
よ
り
多
額
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
Y
に
与

え
ら
れ
る
額
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
債
権
額
の
認
定
は
事
実
審
の



専
権
事
項
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
不
服
は
控
訴
理
由
と
は
な
つ
て
も
、

上
告
理
由
と
は
な
り
え
な
い
。
上
告
理
由
に
お
い
て
上
告
代
理
人
が
Y
の
債
権

額
の
認
定
お
よ
び
同
人
へ
の
配
当
額
に
つ
い
て
は
何
の
不
服
も
述
べ
ず
、
も
つ

ば
ら
瓦
・
為
へ
の
配
当
の
留
保
を
非
難
し
、
そ
れ
が
他
の
債
権
者
の
債
権
行
使

を
妨
害
す
る
と
主
張
し
、
ま
た
、
係
争
の
配
当
部
分
か
ら
Y
に
配
当
し
た
残
余

は
債
務
者
に
交
付
す
べ
き
で
あ
る
と
要
求
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
た

め
で
あ
ろ
う
。

　
た
し
か
に
、
瓦
・
ん
へ
の
配
当
の
留
保
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
不
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
行
法
上
は
各
債
権
者
に
は
、
自
己
の
債

権
の
満
足
を
要
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
利
益
の
み
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
債
権
者
が
他
の
債
権
者
の
債
権
行
使
の
妨
害
の
排
除
を
主
張
し
、

ま
た
自
己
へ
の
配
当
の
残
余
を
債
務
者
に
交
付
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
利
益

は
、
否
定
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
か
く
し
て
本
件
に
お
い
て
は
上
告
の
利
益
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

点
で
判
旨
は
妥
当
で
あ
る
（
た
だ
し
、
債
権
者
が
自
己
の
債
権
額
と
し
て
認
定
さ
れ
た

金
額
の
限
度
で
配
当
を
受
け
た
と
き
で
も
、
債
権
額
の
認
定
自
体
を
争
い
う
る
場
合
－

控
訴
の
場
合
i
に
は
、
債
権
者
は
異
議
を
申
立
て
る
利
益
が
あ
る
）
。

　
三
　
最
高
裁
は
、
上
告
の
利
益
を
否
定
し
た
う
え
で
、
本
件
上
告
を
棄
却
し

て
い
る
。
わ
が
国
の
実
務
で
は
、
訴
の
利
益
が
否
定
さ
れ
た
場
合
に
も
、
権
利

保
護
請
求
権
説
の
影
響
に
よ
り
、
請
求
棄
却
の
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
最
高
裁
が
本
件
で
上
告
を
棄
却
し
た
の
も
、
同
様
の
思
考
方
法
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
訴
の
利
益
は
訴
訟
要
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠
く
訴
は
却

下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
三
ヶ
月
・
権
利
保
護
の
資
格
と
利
益
・
民
訴
法
研
究
一
巻
・

判
　
例
　
研
究

三
八
ー
九
頁
）
の
と
同
様
に
、
上
訴
の
利
益
は
上
訴
の
適
法
要
件
で
あ
り
、
こ
れ

を
欠
く
上
訴
も
却
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
最
高
裁
が
本
件
上

告
を
棄
却
し
た
こ
と
は
、
首
肯
し
え
な
い
。

　
（
1
）
確
認
訴
訟
説
を
採
る
の
は
、
兼
子
・
前
掲
書
二
二
五
頁
。
中
野
・
配
当
手
続
の

　
　
性
格
・
強
制
執
行
・
破
産
の
研
究
・
一
八
七
頁
以
下
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中

　
　
野
・
前
掲
論
文
、
お
よ
び
石
川
・
判
批
・
訴
訟
上
の
和
解
の
研
究
・
二
五
一
頁
以
下

　
　
参
照
。

　
（
2
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
本
間
・
形
成
力
に
つ
い
て
・
民
訴
雑
誌
一

　
　
四
号
七
六
頁
以
下
参
照
。

　
（
3
）
　
両
説
と
も
判
決
の
相
対
効
を
自
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
井
口
・
前

　
　
掲
論
文
二
一
三
頁
。
兼
子
・
前
掲
書
二
二
七
頁
。
た
だ
し
、
高
井
・
前
掲
判
批
二
一
一

　
　
二
頁
参
照
。

　
（
4
）
　
な
お
、
判
決
理
由
で
参
照
さ
れ
て
い
る
、
最
判
昭
和
三
五
年
七
月
二
七
日
は
、
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
当
表
を
変
更
し
て
も
自
己
に
対
す
る
配
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
配
当
異

　
　
議
の
訴
を
提
起
す
る
利
益
は
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
の
Y
は
、
自
己
に

　
　
対
す
る
配
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
は
な
い
が
、
こ
の
判
例
に
示
さ
れ
た

　
　
考
え
は
、
本
件
で
示
さ
れ
た
考
え
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
命
題
は
一
般
論
と

　
　
し
て
は
正
し
い
が
、
こ
の
事
件
に
は
妥
当
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
ぎ
、
井
上
（
正
三
Y

　
　
判
批
・
民
商
法
四
四
巻
三
号
一
四
九
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
渡
　
　
哲

追
記
　
脱
稿
後
次
の
本
件
評
釈
が
発
表
さ
れ
た
。
竹
下
・
判
例
評
論
一
二
〇
号
一
五
二
頁

　
　
　
以
下
。
福
永
・
民
商
法
七
四
巻
六
号
一
三
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
七
月
一
二
日
稿

九
七
　
　
（
一
二
五
三
）


